
ri‐

ヽ

、

‐

‐

―

目
指
せ
！
来
来
の

プ
ロ
野
球
選
手

城北大会に向け、練習する高森 ドンキーズ

町民憲章
1水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。
2伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。
3老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。
4勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
5スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

うしい梅雨もようやく明け、いよいよ夏本番
りました。皆さん、夏バテしないよう健康管理

には十分ご注意ください。
これから各地域でたくさんの祭 りが開催されます。
祭 りは地域活性化のひとつだと思います。町外の方に
高森のよさを発見してもらい、町が活性化するようみ
んなで頑張りましょう。

´
・

と

な

つ

・
こ

‐
r、
ノ

高
森
ド
ン
キ
ー
ズ

初

優

勝

７
月
１３
日

（日
）
、
西
原
村
で
第
１８
回
熊
日
城
北
地
区

学
童
軟
式
野
球
大
会
阿
蘇
郡
予
選
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

阿
蘇
郡
内
か
ら
５
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
大
会
で
は
、
１

回
戦
で
強
豪
阿
蘇
西
ク
ラ
ブ

（阿
蘇
町
）
を
７
対
６
の
接

戦
で
勝
利
し
、
勢
い
に
乗

っ
た
高
森
ド
ン
キ
ー
ズ
は
、
続

く
長
陽
ク
ラ
ブ

（長
陽
村
）
を
９
対
２
で
、
決
勝
戦
で
は
、

阿
蘇
ド
リ
ー
ム
ズ

（阿
蘇
町
）
を
延
長
の
末
、
９
対
７
で

勝
利
し
、
初
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

松
尾
盛
宏
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、
「き
つ
か
っ
た
け
ど
、
優

勝
で
き
て
最
高
に
う
れ
し
い
。
城
北
大
会
で
も
優
勝
す
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
８
月
に
行
わ
れ
る
城
北
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

高森町の人口の動き
世帯数/2,657戸 (± 0)
男:3,668人 (-3)/女 :4,004人 (-5)
総 数/7,672人 (-8)
(平成15年 6月 30日 現在)

平成15年 8月 5日発行

発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
印刷/(株 )熊本新生社印刷
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町
醸
置
目

ｒ圏
国

暉
幽□爾
躍
饉

■

飩蜃饉鯰

善
策
等
と
、
新
し
い
事
業
を
始

め
る
た
め
の
計
画
や
方
針
等
に

つ
い
て

②
融
資
に
関
す
る
相
談

国
民
生
活
金
融
公
庫
生
衛
資

金
融
資
の
借
入
手
続
き
等

利
率
　
年
０

・
３５
％

（組
合

員
）
、
１
・
２５
％

（組
合
員
以
外
）

（平
成
１５
年
６
月
Ｈ
日
現
在
）

③
税
務
に
関
す
る
相
談

所
得
税
及
び
消
費
税
の
申

告
、
帳
簿
記
入
の
仕
方
等

捩
相
談
対
象
者

飲
食
関
係
営
業
、
食
肉
販
売

業
、
理
容
業
、
美
容
業
、
旅
館

ホ
テ
ル
業
、
公
衆
浴
場
業
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
興
行
場
の
営

目轟■

翻繭聯購議朦轍繭辮轟艤瓢薩 :撃:蓬常鍛:蜀1鰺馴 1懸:響[壌l憫:馨i躍,製1催1醐膿酬幽鋏醸饉鸞馴朧醐1艤

14時間電轟を通して健康をお鰹 Iす 駐

魏瑕淵舅饉閂炉蝠鰈
8月 10日 立 野 病 院 皿 68-0111

8月 17日 立 野 病 院 皿 68-0111

8月 24日 藤 本 医 院 TEL 67-0020

8月 31日 平 田 医 院 肌 62-0216

9月 7日  馬原 内科 医院 TE1 62-0646

9月 14日 立 野 病 院 肌 68-0111

おくやみもうしあげます
(敬

●
脩
靱
舅
憑
鰤
Ｎ

本

田
國
男
さ
ん

（高

森

・上
在
）
夫
婦
ら
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

今
回
の
七
夕
ま

つ
り
に
、
た
く

さ
ん
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
＜
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
ふ

れ
あ
い
と
出
会
い
の
場
、
そ
し
て

憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
次
回
も

益
々
発
展
さ
せ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

七
夕
飾
り
を

出
展

い
た
だ

い
た
方
々
（順
不
同
）

そ
ば
処
慶
恩
、
第
二
桜
ヶ
丘
保
育

園

（熊
本
市
）
、
宇
土
小
学
校

３

年
２
組

（宇
土
市
）
、
熊
大
地
域
支

援
グ
ル
ー
プ

（熊
本
市
）
、
県
立
保

育
大
学

（熊
本
市
）
、
福
永
測
量
設

計
、
山
鹿
市
母
親
ク
ラ
ブ

（山
鹿

市
）
、
高
森
東
中
学
校
、
伊
澤
製
作

所
、
奥
阿
蘇
物
産
館
、
早
川
製
作

所
、
富
士
造
園
土
木
、
高
森
警
察

署
、
阿
蘇
郡
森
林
組
合
高
森
支
所
、

高
森
保
育
園
、
青
山
製
作
所
、
藤

本
組
、
た
か
も
り
花
高
原
、
青
葉

共
同
作
業
所

（福
岡
市
）
、
馬
場
竹

配
ご
と
相
談

●

業
者
及
び
開
業
予
定
者

は
指
導
者

中
小
企
業
診
断
士

指
導
セ
ン
タ
ー
経
営
指
導
員

鱚
日
時
平
成
１５
年
９
月
８
日

（月
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

は
場
所
阿
蘇
保
健
所

は
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
熊
本
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

６

２

‐
３

０

６

１

称略)2003年 6月 受付分

(住 所 )

津留。仲江

上色見・西中原

河原。味鳥

高森。村山

津留。神原

下切。大切畑

上色見。前原

高森。旭通

尾下・牧戸

(死亡者 )

野尻  ツヤ
楢木野ヤチヨ

森  スガ
興椙三代一

赤星 貞雄
冨永 芳幸
佐藤  賞
興椙 政輝
甲斐 一香

作齢)(御遺族 )
76野 尻 定 義
87楢 木野亥徳
86森  正 六
89梅  香  苑
66赤 星
82冨 永
73佐 藤
78興 椙
75甲 斐

鰺

子

男

工

寛

男

り

幸

シ

之

洋

ノ
　
　
トヽ

◎ 8月のテーマ 顆月/坐骨神経痛
鼈火/足のあ<み
は水/しみ・そばかすのケア
は木/寝たきり患者の
入れ歯の手入れ

瘍金/多汗症
鰈土・ 日/自律神経失調症

圏曰圏

賞姜 鋼ド
096

0
饉口巖饉

善 責 の 灯
ありがとうございました

(敬称略)壕

亀ヽｒ′

ご鮨】Ч
ゝ

律
相
談

本
町
出
身
の
弁
護
士
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で
す
。

以
と
　
き
　
９
月
２０
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

鰈
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

金
相
談

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

野
尻
地
区

ｍ
と
　
き
　
８
月
・４
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

ｍ
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

ｍ
と
　
き
　
８
月
・５
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

ｍ
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

ｍ
と
　
き
　
９
月
９
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

ｍ
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

騒

「

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

ｍ
と

き
　
８
月
２２
日

（金
）

午
前

１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

彎
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（中
会
議
室
）

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 野尻定義 甲斐洋男 中
村貞継

<一般寄付> 城山原野 代表 桐原央吉
立石ダンス教室

■広報送料寄付

山室睦雄 (神奈川県大和市桜森)

田上仲男 (東京都大田区大森西)

後藤つみ子 (長陽村大字河陽)

[今度の温泉館休館日]

[役場の支払日]

時間 9時から 15時まで
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日
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で
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―こ
わ

た
づ
て
、
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
で

「七

夕
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
期
間
中

約
１
６
、
０
０
０
人
の
人
出
で
ｔ
ぎ
わ
い
ま

し
た
，

―
ト
ル
の
巨
大
な
七
タ
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頃
見
慣
れ
な
い
ト
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ネ
ル
内
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力
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会
」
や
出
店
組
合
等
か
ら
特
産
品
の
出
店
も

あ
り
、
夜
市
気
分
で
の
ん
び
り
と
涼
し
さ
を

満
喫
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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県
か
ら
の
お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
の
納
期
限
は

９
月
１
日
で
す

個
人
事
業
税
は
、
物
品
販
売
業
、

製
造
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業
等

を
営
ん
で
お
ら
れ
る
個
人
の
方
々

に
、
そ
の
所
得
に
応
じ
て
課
税
さ

れ
、
８
月
と
Ｈ
月
の
２
期
に
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

第
１
期
分
の
納
税
通
知
書
は
８

月
初
め
に
発
送
し
ま
す
。
納
期
限

は
９
月
１
日

（月
）
と
な

っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
近
く
の
銀
行
、
郵

便
局
も
し
く
は
農
協
等
の
金
融
機

関
、
ま
た
は
阿
蘇
地
域
振
興
局
税

務
課
の
窓
口
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
事
業
税
の
こ
と
で
、

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
阿

蘇
地
域
振
興
局
税
務
課
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

躙
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

（内
線
３
２
３
）

．雷
議
肝
た
格
０
●

公
売
に
つ
い
て

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務

課
で
は
、
次
の
と
お
り
電
話
加
入

権
の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
正
規

の
手
続
費
用
と
比
べ
る
と
、
安
価

で
購
入
で
き
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
電
話
加
入
権
の
取
得

を
お
考
え
の
方
や
、
公
売
に
つ
い

て
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
情
に
よ
り
公
売
を
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

躙
公
売
日

８
月
２０
日

（水
）

躙
入
札
開
始

午
後
１
時
３０
分
か
ら

鶉
場
所
熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局

１
階
　
中
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

‐
１

１

１

１

（内
線
３
２
２
）

「み
ん
な
の
お
じ
さ
ん
。

お
ば
さ
ん
」
会
員
募
集

熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

で
は
、
子
ど
も
は
み
ん
な
の
子
ど

も
、
地
域
社
会
の
宝
と
し
て
青
少

【各
学
年
の
特
選
の
み
掲
載
】

年
を
み
ん
な
で
守
り
育
て
る
と
い

う
運
動
に
賛
同
し
て
、
で
き
る
こ

と
か
ら
行
動
し
て
も
ら
え
る
大
人

を

「み
ん
な
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば

さ
ん
」
会
員
と
し
て
広
く
募
集
し

ま
す
。
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
こ
と
を
、
で
き
る
こ
と
か

ら
行
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

爾
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

３

‐
１

１

１

１

（内
線
７
４
０
８
）

秋
季
生
徒
募
集

生
涯
学
習
を
め
ざ
す
人
も
、
大

学
や
専
門
学
校

へ
の
進
学
を
め
ざ

す
人
も
、
衛
星
ラ
ジ
オ
放
送
を
利

用
し
た
専
門
の
放
送
講
座
を
聴
き

な
が
ら
自
宅
で
勉
強
し
、
３
年
で

高
校
が
卒
業
で
き
ま
す
。

◎
学
習
は
次
の
よ
う
に
し
て
進
め

ら
れ
ま
す
。

☆
放
送
講
座
を
聴
き
な
が
ら
自

宅
で
学
習
。

☆
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
添
削

指
導
を
受
け
る
。

☆
月
平
均
２
回
登
校
し
、
授
業

を
受
け
る
。

☆
学
期
毎
の
定
期
試
験
を
受
け

る
。

◎
願
書
受
付
期
間

９
月
１
日

（月
）
～

９
月
・８
日

（木
）

な
お
問
い
合
わ
せ
先

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校

熊
本
校

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

３

‐

７

３

３

０

再
就
職
希
望
登
録
者
支
援

事
業
の
ご
案
内

妊
娠
、
出
産
、
育
児
ま
た
は

介
護
を
理
由
と
し
て
退
職
し
、
将

来
再
就
職
を
希
望
す
る
方
を
登
録

し
、
次
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ

（り
・ビ
ー
）
ワ
ー

ク
セ
ミ
ナ
ー

再
就
職

の
準
備
に
当
た

っ

て
、
必
要
な
基
礎
知
識
等
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

○
教
育
訓
練
の
受
講
援
助

２１
世
紀
職
業
財
団
が
指
定
し

た
教
育
訓
練
講
座
を
、
事
前
に

財
団
地
方
事
務
所

へ

「受
講
申

請
」
を
行

っ
た
上
で
受
講
し
、

終
了
し
た
場
合
、
入
学
料
と

受
講
料
の
合
計
額
の
１
割
相
当

額
、
上
限
５
万
円
ま
で
の
援
助

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
個
別
相
談

●

特
　
選
　
高
森
中
学
校

一　
席
　
は
な
し
の
ぶ
高
原

ベ
ン
シ
ョ
ン
村

二
　
席
　
高
森
東
中
学
校

″
　
　
高
森
中
央
小
共
同
調
理
場

三
　
席
　
高
森
幼
稚
園

″
　
　
県
立
保
育
大
学

″
　
　
高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会

ア
イ
デ
ア
賞

第
二
桜
ヶ
丘
保
育
園

″
　
　
色
見
保
育
園

″
　
　
宇
土
小
学
校
３
年
２
組

◎
有
効
投
票
数
　
６
０
５
０
票

○
情
報
誌
の
提
供

蒻
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
２１
世
紀
職
業
財
団

熊
本
事
務
所

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

２

４

１

２

２

９

７

フ
レ
ー
フ
レ
ー

・

テ
レ
フ
オ
ン
事
業

育
児
、
介
護
、
家
事
等
に
関
す

る
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
相

談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
地
域
の

具
体
的
な
情
報
を
電
話
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
提
供
情
報
の
ひ
と
つ
で

あ
る

「保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養

成
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
利
用
日

・
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
（祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

フ
レ
ー
フ
レ
ー

・
テ
レ
フ
ォ
ン

熊
本

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

２

４

‐

２

０

２

０

瑕
相
談
内
容

（無
料
）

①
経
営
に
関
す
る
相
談

売
り
上
げ
の
伸
び
悩
み
、
事

業
の
見
直
し
、
資
金
繰
り
の
改

材
、
高
森
中
学
校
、
は
な
し
の
ぶ

高
原
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
、
石
原
建
設
、

花
朋
、
高
森
幼
稚
園
、
高
森
寮
、

高
森
東
中
共
同
調
理
場

・
ス
ク
ー

ル
バ
ス
職
員
、
高
森
町
建
築
業
組

合
、
高
森
町
建
設
業
組
合
、
南
阿

蘇
畜
産
農
業
協
同
組
合
、
観
光
協

会

・
森

の
風
、
嶋
田
電
設
、
西
部

開
発
、
高
田
商
会
、
熊
本
県
信
用

組
合
高
森
支
店
、
肥
後
銀
行
高
森

支
店
、
山
見
茶
屋
、
高
森
郵
便
局
、

高
森
温
泉
館
、
休
暇
村
南
阿
蘇
、

高
森
タ
ク
シ
ー
、
高
森

田
楽
村
、

大
阿
蘇
環
境
計
画
、
高
森
町
水
道

事
業
組
合
、
ひ
ゆ
が
や
、
高
森
高

校
２
年
生

（４
基
）
、
馬
原
内
科
医

院
、
九
電
工
南
阿
蘇
営
業
所
、
高

森
町
商
工
会
、
南
阿
蘇
鉄
道
、
後

藤
樹
木
園
、
高
森
中
央
小
共
同
調

理
場
、
安
方
工
務
店
、
豊
前
屋
本
店
、

Ｊ
Ａ
阿
蘇
高
森
中
央
支
所
、
上
在

子
供
学
習
会
、
野
尻
・河
原
保
育
園
、

平
田
医
院
、
梅
香
苑
、
桐
原
薬
局
、

ル
ー
ム
９
０
３
、
高
森
町
社
会
福

祉
協
議
会
、
色
見
保
育
園
、
草
部

・

草
部
北
部
保
育
園
、
草
部
中
学
校
、

草
部
南
部
小
学
校
、
高
森
東
小
学

校
、
高
森
中
央
小
学
校
、
そ
の
他

役
場
内
の
各
課

・
所

・
局

・
室

（６

基
）
あ
わ
せ
て
総
計
７７
基
の
出
展

で
し
た
。

■
湧
水
ト
ン
ネ
ル
の
七
夕
飾

り
は
、
９
月
３０
日
ま
で
展

示
致
し
ま
す
。

入
園
時
間
は
、
９
月
末

ま
で
は
９
時
か
ら
・９
時
ま

で
、
３
月
末
ま
で
は
９
時

か
ら
・８
時
ま
で
で
す
。

言
近
晨

中 小 小 小 小 小 小
一 六 五 四 三 二 一
中
二
中
三

草
南
小

高
中
小

高
中
小

高
中
小

高
中
小

高
中
小

高
森
中

高
森
中

高
森
中

楢
木
野
　
芳

福
留
　
佳
帆

甲
斐
　
朋
代

藤
森
礼
瑛
佳

大
寺
　
真
未

佐
竹
　
　
倫

古
澤
　
静
香

甲
斐
　
絢
菜

後
藤
ち
ひ
ろ

●   ●

●

コンテストの結果

7月 5日 (土 )、 6日 (日 )
にコンテス トを行いま
した。今年り

七夕まつりを盛り上げ

ようと、商工女性部・

青年部の皆さんで、町

内に約150体 の七夕か

ざりが飾りつけられま

した。

受賞者には、藤本町長から賞状と金―封が贈られました。
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生
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業
経
営
相
談
室
の
ご
案
内

“

　

　

一

碗
／
Ｐ
れ
“

■
ユ
　

■
　

”

.ヽ

ヽ
れt、ヽ

.

トロ  "」

2甲0日

‐
つらヽ力́ ミと虫はし

ゝ
‐―
‐
―
ザ
「
ｈ

」
―
「二=」

Ш二日曜

医
~¬

リ

市マ

睦目く

―
―
」

―

請



肉 I六l
l JH

平成15年8月 1日現在

西己置史碁
POETRY PAGE

こ
れ
で
お
別
れ
　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
無
ァ
予
算

お
試
し
下
さ
い
　
減
食
せ
ん
で
痩
せ
ら
る
る

ヤ
ー
メ
タ
　
何
を
や
っ
て
も

へ
ま
ば
か
り

運
の
良
さ
　
も
う
交
番
に
届
い
と
る

お
試
し
下
さ
い
　
レ
ト
ロ
気
分
な
太
鼓
判

こ
れ
で
お
別
れ
　
壁
の
落
書
撫
で
て
み
る

お
試
し
下
さ
い
　
話
術
に
こ
ろ
り
編
さ
る
る

ヤ
ー
メ
タ
　
趣
味
じ
ゃ
渡
世
の
出
来
ん
窯

油
切
れ
　
賞
味
期
限
な
あ
る
ご
た
る

ヤ
ー
メ
タ
　
女
心
の
通
じ
ら
ん

こ
れ
で
お
別
れ
　
良
か
霜
降
り
に
な
っ
て
く
れ

油
切
れ
　
誘
致
は
夢
で
終
わ
り
そ
う

田
上
黙
公
子

三
森

　

茜

上
井
加
根
女

渡
辺
　
雲
海

後
藤
　
愛
子

佐
藤
　
重
信

馬
原
　
馬
笑

林
田
　
一
声

後
藤
　
信
子

佐
藤
多
可
雄

林
　
　
不
忘

堀
田
　
蘇
仙

松
山
キ
ヨ
子

桐
原
　
白
酔

松
野
　
笑
声

山
蒙
に
雲
湧
き
昇
る
梅
雨
晴
間

老
鴬
や
野
中
の
小
さ
き
美
術
館

紫
陽
花
の
庭
に
は
雨
の
暗
さ
な
く

あ
じ
さ
い
の
手
毬
さ
び
た
る
駅
過
ぎ
る

合
歓
の
花
揺
れ
て
霧
湧
く
峠
道

少
年
の
日
を
つ
れ
て
く
る
夏
の
雲

大
夏
野
阿
蘇
に
広
が
り
師
弟
句
碑

バ
ス
を
待
つ
間
の
出
合
い
梅
雨
の
午
後

寄
せ
植
え
に
抜
き
ん
出
て
咲
く
ね
じ
り
花

梅
千
す
や
祖
母
の
教
え
の
そ
の
ま
ま
に

滝
音
に
司
さ
ど
ら
れ
し
峡
の
宿

冷
奴
今
日
の
お
皿
は
薩
摩
焼
き

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

桐
原
　
寿
子

後
藤
つ
み
子

山
村
ふ
み
子

井
村
ひ
さ
し

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

青
木
千
賀
子

が
と
う
　
私
に
臓
器
く
れ
た
人

れ
　
別
人
の
ご

つ
お
と
な
し
さ

メ
タ
　
趣
味
も
だ
ん
だ
ん
苦
に
な

っ
て

●   ●

●   ●

ヤ
ー
メ
タ
　
貸
せ
ば
親
友
失
う
し
な
す

あ
り
が
と
う
　
信
用
は
焼
け
残

っ
と
る

岡
本
浦
塚

琴
司
南
天

町民ホール

肥

後

狂

句

水
無
月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

旭球友が二連覇 !

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
に
よ
る
、
町
長
旗

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
７
月
１４
日
か
ら

２２
日
に
か
け
て
山
村
広
場
で
開
催
さ
れ
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【大
会
結
果

（敬
称
略
）
】

優
　
勝
　
旭
球
友

準
優
勝
　
南
　
球

第
３
位
　
上
町
カ
ー
ニ
バ
ル
ズ

敢
闘
賞
　
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

（下
町
）

佐 太

伯 田

最
優
秀
選
手
賞

優
秀
選
手
賞

彰

（旭
球
友
）

公
　
寿

（南
　
球
）

大会 2連覇を飾った旭球友チーム

町長旗ナイターソフトボール大会

嘔口隈E∋ ■町長/藤 本正― C目ロヨ譲D■ 建設課長/色見隆夫
■土木係
●係長/後藤和幸 た係/丸山雄平 井上寿一
道路・河川・橋梁・下水道事業等に関すること

■農地土木係
●係長/岩田秋広 審係/村上純一
土木・農地及び林務災害復旧、かんがい用水、土地改

良事業、農道計画等に関すること

■建築係

●課長補佐 (兼係長)/後藤正三 中係/津留大輔
町営住宅、町有営造物の建築及び営繕、建築基準法等
に関すること

⊂ロコ匿騒目∋ ■商工観光課長/佐伯実範
■商工観光係

●課長補佐(兼係長)/色見継治 |・係/荒牧久
商工業、観光振興、企業誘致、高森温泉館、高森湧
水 トン不ル公園等に関すること

■助役/阿 南 哲 也

G目口劉譲D ■総務課長/渡邊哲郎
■行政係

●課長補佐(兼係長兼政策係長)/古澤建生
蠍係/岩下雅広 本川宰
条例の制定。改廃の審査、職員の人事・給与・福利厚生、選挙、

人権擁護委員、自衛官募集等に関すること及び町村合併、
ほう賞及び表彰に関すること

■交通防災係

●係長/安方含
消防団、防災、交通安全対策、交通災害共済制度等に関

すること

■財産管理係

●係長/田上浩尚
町有建物・町有林・車両等の町有財産の総括に関すること

■地籍調査係

●係長/甲斐邦博 寺係/甲斐峰雄 古澤要介
地籍調査、国土調査法等に関すること

■電算係

●係長/岩下公治
電算組織の管理・運営、電算処理の総合調整等に関すること

■農林振興課長/廣木富八
■農業振興係

●課長補佐 (兼係長)/橋 本和則
�係/住吉勝徳  白石孝二
農業・畜産・水産振興等に関すること

■有機農業推進係

●係長/安藤吉孝
有機農業の推進、阿蘇高森オーガニック・アグリセン

ターの管理運営に関すること

■林業振興係

●係長/佐伯実
林業振興、治山事業等に関すること

農林振興課

C日園歴国最∋ ■保健福祉課長/岩下光廣
■福祉係
●係長/阿南一也
埠係/緒方久哉 岩下通江 山田耕生
児童・母子・障害福祉、援護法等に関すること

■介護保険係
●課長補佐 (兼係長)/杉 田則秋
暑係/橋本今朝子 植田雄亮
介護保険、介護予防、老人福祉等に関すること

■保健推進係

●係長/東幸祐
畢係/野中裕美子 高崎康誌 宮本直美
健康づくり、保健衛生、一般廃棄物等に関すること

C園ロロ雷D■ 税務課長/後藤秀希
■国民健康保険係

●課長補佐 (兼係長)/岩下茂已
0係/岩下そのえ 村嶋立章
国民健康保険.老人医療等に関すること

■固定資産税係

●係長/佐藤武文 ●係/今村親助
固定資産の調査・評価 同続の賦課徴収等に関すること

■町民税係

●係長/馬原恵介
0係/法花津和明 二子石誠
町税の賦課徹収等に関すること

□図口1目厖∋ ■収入役 芹 口 誓 彰

CEE誕目目目∋ ■住民生活課長/瀬井公吉郎
■戸籍住民係

●係長/自石一弘 髪係/今吉輝子
戸籍・住民票・印鑑等の各種証明、埋火葬の許可等に
関すること

■国民年金係

●係長/工藤英二
国民年金等に関すること

■同和対策係

●課長補佐 (兼係長)/古 庄良―
地域改善対策、人権啓発推進等に関すること G目日日曇D■ 収入役室長/岩下昭久

■会計係

●係長 河崎みゆき
現金・有価証券等の出納・保管・記録、支払の審査、

決算調整等に関すること

高森町役場

（高
森
菜
の
花
句
会
）

卜
ｒ
ｉ
　

　

　

　

　

　

　

講

リ

樹
ν
　

　

　

右

自衛富揺用試験□
ご薬肉

次のとおり、各種試験日程をお知らせします。

02等 陸・海・空士 (男 。女)
期日 :9月 27日 (上 )

○曹候補士 。一般曹候補学生 (男・女)

期日 :9月 20日 (土 )

○航空学生 (男・女)

期日 :9月 23日 (火 )

受付期間 8月 4日 (月 )～ 9月 10日 (水 )

※応募資格が各種目違いますので、詳しいこと

は、役場行政係または自衛隊阿蘇募集事務所

まで早めにお問い合わせください。

自衛隊阿蘇募集事務所 皿 0967-34-0348
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C歪回壺□鵬目)■企画財政課長/村上源喜
■企画係

●課長補佐 (兼係長)/甲 斐敏文
市係/岩下徹 石田昌司
総合計画、消費者行政、統計、広報、公共交通通信、公

害等に関すること

■財政係

●係長/沼田勝之  係/員原友紀
財政計画、一般会計の編成・執行調整等に関すること

G轟会賽轟詈ヨ)■議会事務局長/長尾和博
■庶務係

●係長/佐藤幸一
町議会の開催・運営・経理、議員互助・共済等に関すること

委 員 会 室

C劉鵬蓬疑罰会

'■

教育委員会事務局長/岩下
■学校教育係
●事務局次長 (兼係長)後 藤三治

=係
/田上美男

町立小。中学校の学校教育予算、事務局・教育機関の

職員給与。人事等に関すること

■施設管理係
●係長/阿部恭二
学校・社会教育施設の管理、運営整備拡充等に関する

こと

■社会教育係
●係長/秋山清二 ■係/古庄秀子
社会教育・文化財、公民館活動、文化・体育等に関す

ること

‖英語指導助手/ジ ェイソン・サンダーソン

監査委員事務局

教 育 長 室

階段

階
段

電 算 室

議   場

■教育長/佐 藤 昭 也

■水資源対策課長/桐原一紀
■維持管理係
●課長補佐 (兼係長)/甲斐末久
i係 野尻光也
水資源の保護、開発、水道使用料の賦課徴収、農業用水、

水質検査等に関すること

□園圏畷識

高森町役場
8月 25日から第 2次サービスがスタート

住基ネットがさらに便利になります
【住民票の写 しの広域交付】

全国どこの市区町村でも自分の住民票
の写しが取れるようになります。

現在、住民票の写しの交付は、住んでいる

市区町村でしか受けられません。

住基ネットを活用して全国の市区町村間で

住民票の情報のやり取りができるようになる

ことにより、全国どこの市区町村でも、住民

基本台帳カー ド、運転免許証などを市区町村

の窓口で提示することによって、本人や世帯

の住民票の写し (戸籍の表示を省略したもの)

の交付が受けられるようになります。

【転入転出手続の簡素化】

引越の手続で窓口に行くのは転入時 1
回だけで済みます。

現在、引越の場合には、まず、住んでいる市

区町村に転出届を行い、転出証明書の交付を受

けた上で、引越先の市区町村に転入届を行う必

要があります。

住民基本台帳カードの交付を受けている場合

は、確実な本人確認ができるため、一定の事項

を記入した転出届を郵送で行い、住民基本台帳

カードを引越先の市区町村の窓口で提示して転

入届を行うことにより、引越の場合に窓口に行

くのが転入時の 1回だけで済むようになります。

(税・水道等については、別に手続きが必要です。)

住民基本台帳ネットワークシステム第 2次サービスの 1つ として、希望する人に対しては、町か

ら住民基本台帳カードが交付されます。ただし、手数料 500円が必要です。

・カー ド内に記載されている住民票コー ドにより、住基ネットでの本人確認に利用できます。

。公的個人認証サービスの秘密鍵、電子証明書の保存用カードとして利用できます。

・写真付を希望した場合は、公的な証明書として利用できます。

■住基ネットに関するお問い合わせは…住民生活課 戸籍住民係 TEL 62-1111(内 線 131)
(取 り扱いは、本庁のみとなります。)

住民基本台帳カー ドの登場 ―一

●

林業総合セン

● ●

● 阿蘇広域行政事務組合では次のとおり

南阿蘇霊照苑 (火葬施設)
勤務嘱託職員を募集します。

学
校
関
係
職
員

■
高
森
中
央
小
学
校
　
□
給
食
共

同
調
理
場
　
▽
給
食
調
理
従
事

員
　
原
克
子
　
本
田
フ
ミ
子

田
上
マ
チ
ヨ
　
荒
牧
と
も
子

中
川
雄

一
朗
　
▽
用
務
員
　
相

馬
マ
リ

■
高
森
東
中
学
校
　
□
給
食
共
同

調
理
場

▽
給
食
調
理
従
事
員

緒
方
光
代
　
岩
下
美
子
　
▽
用

務
員
　
甲
斐
明
美
▽
運
転
手

城
井
若
生
　
甲
斐
武
敏

保
育
園
関
係
職
員

■
色
見
保
育
園
　
▽
主
任
保
育
士

岩
下
美
智
　
▽
保
育
士
　
伊
藤

貴
美
恵
　
工
藤
淳
子
　
▽
給
食

調
理
員
　
野
尻
秀
子

■
草
部
保
育
園
　
▽
主
任
保
育
士

瀬
井
類
子
　
▽
保
育
士
　
堀
田

美
幸

■
草
部
北
部
保
育
園
　
▽
主
任
保

育
士
　
野
尻
須
恵
子
　
▽
保
育

士
　
竹
原
美
和
子

■
野
尻
保
育
園
　
▽
主
任
保
育
士

熊
谷
優
子
　
▽
保
育
士
　
佐
藤

さ
お
り

■
河
原
僻
地
保
育
園
　
▽
主
任
保

育
士
　
興
椙
と
め
子
　
▽
保
育

士
　
高
木
恵
美

■職  種 南阿蘇霊照苑 (火葬施設)勤務嘱託職員 1名程度
■受験資格 昭和 18年 4月 2日 から昭和 38年 4月 1日 までに生まれた方で普通免許を所持される方
■職場見学 期日 :平成 15年 9月 2日 (火)午前 10時

場所 :南阿蘇霊照苑 (白水村)

■第 1次試験

期日 :平成 15年 9月 4日 (木)午前 9時

場所 :阿蘇広域行政事務組合 大阿蘇環境センター 「未来館」
■受付期間 平成 15年 8月 18日 (月 )か ら平成 15年 8月 29日 (金)まで
■受験案内・受験申込などのお問い合わせは…

阿蘇町大字跡ヶ瀬 177番地

阿蘇広域行政事務組合事務局総務課 (大阿蘇環境センター 「未来館」)TEL 0967-24-5111

農業委員会 ■農業委員会事務局長/村嶋兵志郎
■農地係 ●係長/松本満夫
農業委員会、農地法、農業者年金、農業経営基盤等に関すること

野 尻 出 張 所

■野尻出張所長/岩下健治
●住民係長/後藤健―
野尻地区の戸籍及び住民基本台帳、

印鑑登録及び各種証明、税の徴収、

朋遊館運営等に関すること

草 部 出 張 所
■草部出張所長/二子石衛
●住民係長/後藤―寛
草部地区の戸籍及び住

印鑑登録及び各種証明、
民基本台帳、

税の徴収等
に関す と

高森中央出張所

■高森中央出張所長/田上員一
●住民係長/甲斐利男
町内全域の戸籍及び住民基本台帳、

印鑑登録及び各種証明、税の徴収

等に関すること
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職員配置図と事務内容

■監査委員事務局長/佐伯秀和
監査に関すること
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今
年
も
ま
た
暑
い
熱
い
夏
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
高
森
の
夏
と

い
え
ば
２
５
０
年
の
伝
統
を
持
つ

『風
鎮
祭
』
で
す
。

今
年
も
伝
統
の

「山
の
引
立
て
」

や

「に
わ
か
」
、
「仮
装
行
列
」
、
「花

火
大
会
」
、
「風
鎮
総
踊
り
」
な
ど

催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

み
な
さ
ん
、
ご
家
族
や
お
友
達

な
ど
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
日
程
等
の

変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

ハ

乏豊ゝ
′丁ヽ

●

●   ●

●

ぞ
揚
予
藤
燿
齊

鱚
鑽

香苑で
4‐△
ハ
=

人
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会

ヽ ▲

/

７
月
１９
日

（土
）
、
高
森
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（岩
下
昭
伯
会

長
）
主
催
に
よ
る
、
恒
例
の
老
人

ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
が
林
業
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
出
演
者
と

観
客
が

一
体
と
な
り
楽
し
い

一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
ク
ラ
ブ

数
が
１８
で
会
員
数
９
６
２
名
で
、

日
々
励
ま
し
合
い
、
助
け
合

っ
て

様
々
な
活
動
を
展
開
。
健
康

・
友

愛

。
奉
仕
の
三
大
運
動
を
中
心
と

し
、
学
習
、
伝
承
、
趣
味
、
文
化
、

交
流
、
事
故
防
止
、
楽
し
い
仲
間

作
り
な
ど
元
気

に
活
動
し

て
い

ま
す
。
こ
の
日
の
演
芸
大
会
で
は
、
出

演
者

が
歌

や
踊
り

の
出
し
も

の

に
大
熱
演
、
会
場
に
は
大
き
な
拍

手
や
歓
声

が
響
き
わ
た

っ
て
い

ま
し
た
。

梅
レクリエーショ

６
月
２８
日
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
梅
香
苑
（田
代
廣

一
苑
長
）

で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

入
苑
者
の
日
頃
の
機
能
訓
練
の

成
果
を
家
族
や
地
域
の
方
々
に
見

て
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
よ
う

と
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年

で
２０
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

入
苑
者
や
職
員
が
紅
白
に
分
か

れ
て
、
車
い
す
リ
レ
ー
や
風
船
リ

レ
ー
、
ビ
ー
チ
ホ
ツ
ケ
ー
等
が
行

わ
れ
、
楽
し
く
汗
を
か
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

普
段
、
身
体
を
動
か
す
機
会
の

少
な
い
入
苑
者
は
、
年
に

一
度
の

こ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
大
会
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
裏
方
で

一
生
懸
命
が
ん
ば

っ

て
い
た
職
員
の
皆
様
、
ご
苦
労
様

で
し
た
。

TU電製

ユニークな衣装で大盛り上がりの仮装大会

8月 17日 (日 )・ 18日 (月 )

ロ

催  し  物 場  所 時  間

五穀豊穣祈願祭・奉納風鎮太鼓 高森阿蘇神社 8:00～

樽神輿 町内 10:00～

高森幼稚園子ども神輿 町内 10:00～

子ども広場 肥後銀行駐車場 10:00^シ

高森中学校ブラスバンド 中央四つ角 10:30～

五町向上会競演 町内 11:00～

学園広場「高森高校です」(演奏) 中央舞台 12:00～

自衛隊音楽隊 中央四つ角 14:00´,

人吉太鼓 中央四つ角 14:50～

山の引立て 町内 15:30^ν

造り物表彰式 中央四つ角 18:00^´

節刀渡し 中央四つ角 18:30^´

にわか (移動舞台) 町内 19:00^´

日本舞踊 (新舞踊) 中央舞台 19:00～

民謡競演 中央舞台 19:30～

にわかコンクール 中央舞台 21:00^ν

催  し  物 場  所 時  間

目覚し 町内 0:00^シ

子ども手踊リ 各区町内 10:00^ウ

高森商店会抽選会 中央舞台 12:00^シ

ブラス演奏 (ファイヤーステイツ) 中央四つ角 13:00^ν

オープニングセレモニー

リ開会式

'風
鎮太鼓

中央四つ角 14:00～

熊本県警ブラスバンド 中央四つ角 15:30^ψ

役場仮装行列 各区町内 16:00～

[El全真糸念]雨 リ 日丁内 18:00～

にわか (移動舞台) 町内 19:00^シ

花火大会 高森駅西側 20:10^ψ

バンド演奏 (熊本県立大学) 中央舞台 21:00^シ

6

紅白に分かれて自熱 したビーチホッケー
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※両日とも10時00分 ～23時 00分の間は中心部への交通が規制されます。

■風鎮祭委員会 (高森町商工会)TEL62-0274
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一僣
一一闘
ｒ

７
月
６
日

（陸
上
以
外
）
と
　
優
　
勝

）

の
日
曜

日
に
、

郡
民
体
育
祭
が
開

阿
蘇
郡
中
体
連
夏
季
大
会
が
郡

内

一
円
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
中

学
校
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
出
場

し
、
各
競
技
で
活
躍
し
ま
し
た
。

３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
部
活
動
を

通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
生
か

し
て
く
れ
る
は
ず
で
し
よ
う
。

県
大
会
出
場
選
手
及
び
競
技

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

高
森
東
中
学
校

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
個
人

（ダ
ブ
ル
ス
）

安
藤
　
浩
樹

。
森
　
隆
志
組

（高
森
東
中
）

田
上
　
将
大

・
吉
良
山
秀
樹
組

（高
森
東
中
）

・
剣
道
１
年
生
男
子
の
部

藤
　
岡
　
弘
　
径

（高
森
中
）

赤
　
崎
　
雅
　
樹

（高
森
中
）

・
剣
道
２
年
生
男
子
の
部

大
　
谷
　
祐
　
生

（高
森
中
）

田
　
上
　
和
　
宏

（高
森
中
）

・
剣
道
代
表
男
子
の
部

後
　
藤
　
真
太
郎

（高
森
中
）

〉

国
民
年
金
だ
卜
ヽ
ｈ
′

◆
保
険
料
は
便
利
な
口
座
振
替
で

納
め
ま
し
ょ
う
―

国
民
年
金
保
険
料
を
、
毎
月
自

分
で
納
め
て
い
る
と
、　
つ
い
う
っ

か
り
納
め
忘
れ
を
し
て
し
ま
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
方
に
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
く
な

る
う
え
に
金
融
機
関
に
毎
月
支
払

い
に
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

申
込
手
続
き
は
簡
単
―

預
金
通
帳
、
印
鑑
を
持

っ
て
役

場
の
国
民
年
金
係
、
ま
た
は
預
金

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
日
座

解
約
を
し
な
い
限
り
継
続
さ
れ
る

の
で
大
変
便
利
で
す

ぜ
ひ
口
座
振
替
を
利
用
し
て
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

し

ま

し

よ
う

は
お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
生
活
課
　
国
民
年
金
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１
（歯鬼
緑
１
３
２
）

■

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
男
子

し
た
。
本
町
か
ら
は

出
場
し
、
日
頃
の
練

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

■
柔
道
個
人
の
部

い
か
ん
な
く
発
揮

藤

本

博

幸

■
弓
道
個
人
の
部
林
　
重

，
４

男

準
優
勝
■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
女
子

■
柔
道
団
体
の
部

■
弓
道
団
体
の
部

第
３
位
■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

■
サ
ッ
カ
ー

■
柔
道
個
人
の
部

飯
　
塚
　
直

陸
上
競
技

■
男
子
　
優
勝

■
女
子
　
第
５
位

■
総
合
　
準
優
勝

フ
男
子●   ●

●

《
い
じ
め
は
、
人
間
と
し
て

行

っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
》

直
接
行
わ
な
く
て
も
、
は
や
し
立
て
た
り
、

傍
観
し
た
り
す
る
の
は

「い
じ
め
る
こ
と
」
と

お
な
じ
で
す
。
私
た
ち
大
人
は
、
そ
の
こ
と
を

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
と

一

緒
に
き
ち
ん
と
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
万
が

一
、
自
分
の
子
ど
も
が
い
じ
め

を
し
て
い
る
と
わ
か
っ
た
ら
、
そ
れ
が
人
間
と

し
て
恥
ず
か
し
い
行
い
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る

責
任
が
あ
る
の
で
す
。

い
じ
め
る
側
の
子
ど
も
も
、
親
か
ら
の
暴
力

や
強
い
プ
レ
ツ
シ
ャ
ー
を
受
け
る
な
ど
、
家
庭

で
も
学
校
で
も
居
場
所
が
な
い
子
ど
も
が
多
い

と
言
わ
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、
子
ど
も
と
の
会
話
を
大
切
に
し
て
、

子
ど
も
の
居
場
所
を
家
庭
の
中
に
つ
く

っ
て
あ

げ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
大
人
の
私
た
ち
が
、
差

別
し
な
い
、
許
さ
な
い
と
い
う
態
度
を
子
ど
も

た
ち
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

◎
友
だ
ち
と
　
な
か
よ
く
で
き
た
ら
　
た
の
し
い
ね

高
森
小
学
校
　
　
よ
し
む
ら
　
ま
み

◎
手
を
つ
な
ぎ
　
な
ま
え
を
言
っ
て
　
仲
良
く
な

高
森
小
学
校
　
　
重
野
　
み
つ
ひ
ろ

◎
手
を
つ
な
ぎ
　
ほ
ほ
え
む
仲
間
　
た
か
ら
物

高
森
小
学
校
　
　
山
　
村
　
美
紀
子

◎
と
も
だ
ち
は
　
け
ん
か
を
し
て
も
　
な
か
よ
し
さ

高
森
小
学
校
　
　
矢
　
野
　
あ
や
か

◎
い
つ
ま
で
も
　
い
っ
し
ょ
に
い
よ
う
　
ず

っ
と
だ
よ

高
森
小
学
校
　
　
津
　
朗田
　
あ
お
い

◎
あ
の
子
と
は
　
あ
ま
り
仲
良
く
な
い
け
れ
ど

い
っ
し
ょ
に
　
遊
ぼ
う
友
だ
ち
に
な
ろ
う

高
森
小
学
校
　
　
ふ
じ
い
　
朱
　
里

◎
ど
っ
ち
も
悪
い
け
ん
か

自
分
か
ら
あ
や
ま
れ
ば
す
ぐ
仲
な
お
り

高
森
東
小
学
校
　
伊
　
藤
　
き
よ
か

◎
遊
ん
で
い
る
と
き
に

「入
れ
て
」
と
言
わ
れ
た
ら

い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
友
達
だ
か
ら

高
森
東
小
学
校
　
田
　
上
　
雅
　
弘

◎
な
く
そ
う
よ
　
人
を
苦
し
め
る
　
部
落
差
別

高
森
東
小
学
校
　
野
　
尻
　
亜
梨
沙

◎
な
く
そ
う
よ
　
部
落
差
別
を
　
み
ん
な
で
ね

高
森
東
小
学
校
　
本
　
田
　
人
史
希

（平
成
１４
年
度
高
森
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら
）

じ

ん人

権 け

ん

◆
届
け
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
―

国
民
年
金
の
加
入
は
、

。
第
１
号
被
保
険
者

（自
営
業

・
学
生
な
ど
）

。
第
２
号
被
保
険
者

（会
社
員

。
公
務
員
）

。
第
３
号
被
保
険
者

（第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
）

の
３
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
よ
う
な
こ
と
が

あ

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
変

更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

０
２０
歳
に
な
っ
た

○
就
職

。
退
職

。
転
職

（本
人
、

配
偶
者
い
ず
れ
も
）

○
住
所

。
氏
名
の
変
更

○
結
婚
等
で
配
偶
者
の
扶
養
者
と

な
っ
た
と
き

○
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
さ
れ

た
と
き

最
近
、
前
項
に
該
当
す
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●

じ
ん
　
　
け
ん
　
　
け
い
　
　
は
つ
　

ひ
ょ
う

　

ご
　
　
し
よ
う

人
権
啓
発
標
翻
織
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児童扶養手当を受けられている方ヘ

「児童扶養手当現況届」は 8月 11日 (

児童扶養手当を受 |すられている方は、毎年 8月 11日

(月 )ま で|こ「児童扶養手当現況届」を提出しなければ
なりません。

この届けは、 8月 1日 |こおける状況を記載し、児童扶

養手当を引き続き受ける要件があるかどうかを確認する

ためのものです。この届けの提出がないと、 8月以降の

手当の受給資格がな<な りますので、ど注意<ださい。

※高森町母子家庭医療費受給資格証の切替も同時に行います。

児童扶養手当についてのお問い合わせは 保健福祉課福祉係 ■ 62-1111(内 線 122)

郡
民
体
育
祭

Ⅷ

輛

■―‐
＞
初
優
勝
し
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
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・■:「テ|■■| ｀
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ｍ
一

・
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郡中体運
麟 触



高
森
高
校
の
２
年
生
が
、
７
月

８
日
か
ら
３
日
間
、
高
森
東
中
学

校
の
２
年
生
が
、
７
月
９
日
か
ら

３
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
の
事
業

所
な
ど
で
職
業
体
験
を
行
い
ま
し

た
。こ
れ
は
、
将
来
の
自
分
を
描
く

き
っ
か
け
や
、
サ
ー
ビ
ス
、
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
生
徒
た
ち
は
笑

顔
で
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
し
、
積

極
的
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

く
高
森
温
泉
館
で
働
く
高
森
高
校
生

く
農
協
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
働
く
高
森
東
中
学
校
生

高
森
高
校

・
高
森
東
中
学
校
生
徒
が
職
業
体
験

く
厳
し
さ
と
喜
び
を

● ●

●   ●

高森中央小学校で
科学研究会
第 2回

「ソニー子ども科学教育プログラム」

奨励プロジェクト校に

おもしろサイエンスコースの様子
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を
”
会
る
動

社
明
運

６
月
２７
日
、
高
森
中
央
小
学

校
で
科
学
教
育
研
究
会
西
日
本

ブ

ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
校
は
、
「え
ら
ん
で
わ

く
わ
く
」
と
名
付
け
た
学
年
枠
を

外
し
た
選
択
制
の

「総
合
的
な
学

習
」
を
取
り
入
れ
、
科
学
好
き
な

子
ど
も
、
自
然
を
愛
し
、
問
題
解

決
能
力
や
科
学
的
な
見
方
や
考

え
方
を
身
に

つ
け
た
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
の
研
究
を
し
、
ま
た

教
育
環
境
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

防災意識の高揚

７
月
４
日
、
阿
蘇
南
部
保
護

司
会

（桐
原
郁
雄
会
長
）
と
高

森
町
更
生
保
護
婦
人
会
が
、
「社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ

こ
う
と
、

啓
発
運
動
の

一
環
と
し
て
合
同

パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
国
民
み
ん
な

が
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、
役

場
や
中
学
校
、
高
校
な
ど
を
訪

問
し
ま
し
た
。

～「三陸南地震」を教訓として～

5月 26日 に発生した「三陸南地震」は、マグニチュー ド7.0、

震度 6強を記録し、甚大な被害をもたらしました。
最近、国民の防災意識は、急激にトーンダウンしてきて

いると言われていますが、「まさか熊本で…」といった気の

ゆるみが最も危険です。三陸南の大地震の教訓を風化させ

ないよう、日頃の備えをキチンとしておくことが大切です。

☆大地震 へ の備 え を  ～ 日頃の準 備 を万 全 に～
被害を最小限にくい止めるため、日頃から地震対策をし
ておきましょう。
◎身の回りの防災対策～非常持ち出し品を準備
◎避難対策～避難場所、避難コースを決めておく

◎住環境の把握～家の中、周辺で安全な場所を確認しておく

高森警察署 TEL 62-0110

☆家庭で防災会議を
“いざ"と いうときに、あわてずに避難ができるよう、「非常持出袋」等の準備とともに、
◎どこに、どの経路で避難したらよいか/◎幼児やお年寄りはどのように避難させるか/◎家の
中の火の始末はどうするか/◎家族がはく

゛
れたらどこで待ち合わせるか

などについて、普段から家族で話し合っておきましょう。

架
空
請
求
に
要
注
意
！

最
〕
[tゝ重計

活センターでは、「架空請求」に関する相談が急増し

架空請求の主なものは、「覚えのない業者からの借金返済請求」と

「利用した覚えのない電話有料情報料請求」の 2つです。

◎平成 15年 4月・…170件  5月・…341件  6月・-377件

毅然と断る。また、住所、氏名など個人情報は絶対

◆熊本県消費生活センターは、架空請求や悪質商法に関する相談を受け付け

ています。

相談はまずお電話で。<熊本県消費生活センターTEL 096-354-4835>

てい

逮捕

おりです。

ので無視して連絡

請求があったとき

人

メ 人が合言+8,770
求があった場合た。覚え

してくだ

か

てヽいない との間には、いかなる契約にも 請求なので、業者

支払義務がないの権債務は発生し ません。従って、 は当然で

った場合業者もいます。す。過去には、詐欺容疑で された 架空請求があ

の対処法は次のと

①支払義務はない しない、絶対に支払わな

られないとは、根拠のない請②電話による架空 求には応じ

に教えない。

③警察本音Б悪質商法 1101番  (TEL 0 1 20-444-768) 最寄りの警察署に情報提

供する。

て、一度でも支払ってしまうと、簡単に④トラブルに巻き込まれるのを恐れ

とされ、次々と請求が来るので非常に危険。支払う

―ルによる架空請求に対し

り込んだという報道があり

て、 3日 間で約 3,000※最近、

のない請ま し万円を振

は、支払義務があるかどうか慎重に判断

実
感
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L=■r

臨

回

雲

‐

莉
.|||||||||11-|■

|■IⅢⅢ

δヽ

|=i

饉
■

■

“=

糀
上

端

1
機 気

対 処 方 法

ふれあいと

対話が築く

明るい社会



財
産
を
相
続
や
遺
贈

（遺
言
に
よ
っ
て
財

産
を
譲
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
も
ら
っ
た
場
合

に
は
、
相
続
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

相
続
税
は
、
遺
産
の
総
額
か
ら
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
債
務
や
葬
式
費
用
を
差
し
引
い
た

「正
味
の
遺
産
額
」
が
基
礎
控
除
額
を
超
え

る
場
合
に
、
そ
の
超
え
る
額
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

基

礎

控

除

額

は
、

５
、
０

０

０

万

円

と
、
１
、
０
０
０
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数

を
掛
け
た
金
額
と
の
合
計
額
で
す
。
例
え

ば
、
法
定
相
続
人
が
妻

と
子
供
２
人
の
合
計
３

人
の
場
合
、
基
礎
控
除

額
は
、

５
、
０
０
０
万

円

と

１
、
０

０

０

万

円

×
３
人

の
合
計
額

８
、
０
０
０
万
円
と
な
り

ま
す
の
で
、
正
味
の
遺

産
額
が
８
、
０
０
０
万
円

ま
で
で
あ
れ
ば
、
相
続

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

平
成
１４
年
分
の
確
定
消
費
税
額
が
４８
万
円

を
超
え
る
個
人
事
業
者
の
方
は
、
平
成
１５
年

分
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
中

間
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

そ
の
方
々
の
う
ち
、
確
定
消
費
税
額
が

４
０
０
万
円
以
下
の
方
の
申
告
期
限
等
は
、

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【中
間
申
告

・
納
期
限
】
９
月
１
日

（月
）

【中
間
申
告
納
付
額
】

平
成
１４
年
分
の
確
定

消
費
税
額
の
２
分
の
１

ま
た
、
平
成
１４
年
分
の
確
定
消
費
税
額
が

４
０
０
万
円
を
超
え
る
方
の
場
合
に
は
、
こ

れ
ら
の
期
限
や
納
付
額
が
異
な
り
ま
す
。

な
お
、
「仮
決
算
」
に
よ
り
申
告
と
納
付
を

行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

税
に
つ
い
て
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務

相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Ｌ
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
税
務
署

ＴＥＬ

０

９

６

７

１

２

２

‐

０

５

５

１

税
務
相
談
室

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

２

‐

０

５

５

９

７
月
２７
日

（日
）
、
恒
例
の
ヤ

マ
メ
釣
り
大
会
が
野
尻
川
流
域
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
野
尻
川
ヤ
マ
メ
の
里

育
成
会

（瀬
井
公
正
会
長
）
が
ヤ

マ
メ
の
稚
魚
放
流
な
ど
に
よ
り
、

野
尻
川
を
核
と
し
て
地
域
の
活
性

化
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
川

の
汚
染
防
止
と
美
化
整
備
に
も
心

が
け
、
魚
が
棲
み
や
す
い
環
境
作

り
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
県
内
外
か
ら
５２
人

の
釣
リ
フ
ァ
ン
が
参
加
。
早
朝
か

ら
ヤ
マ
メ
の
大
物
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
は
ヤ
マ
メ
の
つ
か

み
取
り
大
会
が
行
わ
れ
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
素
早
い
動
き

の
ヤ
マ
メ
を
大
は
し
ゃ
ぎ
で
追
い

か
け
て
い
ま
し
た

・
・
，
　
大
漁
賞
の
鍬
崎
さ
ん

財
産
を

相
続
し
た
と
き

消
費
税
口地
方
消
費
税
⌒個
人

事
業
者
）の
中
間
申
告
と
納
税

●   ●

●   ●

いよいよ夏本番 !

ヤマメに悪戦苦闘する子どもたち 大物賞の戸高さん‐

リイ呆育

花火は正しく
遊びましょう !!

い
L=1
′●・

い
」Lt
LLヽ
ヽ

７
月
・８
日
か
ら
１９
日
に
か
け

て
、
町
立
保
育
園

（
５
園
）
合

同
の
お
泊
り
保
育
が
、
朋
遊
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
泊
り
保
育
は
、
他
園

児
と
の
交
流
な
ど
を
目
的
と
し

て
お
り
、
各
園
の
年
長
組
１３
人

が
参
加
。

園
児
た
ち
は
、
ゲ
ー
ム
や
宝

探
し
、
花
火
遊
び
な
ど
で
楽
し

い
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

●
　
一

一
方
、
同
じ
日
、
高
森
保
育

園

（平
田
ル
リ
子
園
長
）
で
も

お
泊
り
保
育
が
年
長
組
２５
人
が

参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な

で
い

っ
し

ょ
に

つ

く

っ
て
食
べ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、

歌
や
ダ
ン
ス
で
大
は
し
ゃ
ぎ
し

た
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
な
ど
、

と
で
も
思
い
出
に
残
る
お
泊
り

保
育
と
な
り
ま
し
た
。

この季節は、至る所から子供たちのはしゃぐ声

が聞こえて実に心和む時期ではないでしょうか。

《夏》と言えば花火を思い浮かべますが、優雅さ

と危険性を兼ね備えているので正しい遊び方を心

がけてください。

☆取扱説明書をよく読んで遊びましょう。
間違った遊び方をするとやけどや、火災の原因

になります。
■ ‐ 、

Cヽ

①バケツを用意して、遊び終わったら完全に消火する。
②火を人や家に向けたり、燃えやすいものの近くで遊ばない。
③たくさんの花火に一度に火をつけない。正しい位置に点火する。
④風の強い時は花火遊びをしない。
⑤花火をほぐしたり、ポケットに入れたりしない。

の注意 !

●

1位 6,480g 鍬崎  浩 (熊本市)
2位 5,740g 天野 直茂 (福岡県久留米市)
3位

1位

3,340g

38.Ocrn

白井 憲― (宇土市)

戸高 和秋 (高森町)
2位 29.Ocrn 堤  朝房 (福岡県田川市)
3位 24.Ocrn 甲斐 悠希 (高森町)

大物賞

大漁賞

町
立
保
育
園
合
同

高
森
保
育
園

※火災・救急・救助なと緊急の場合は 119番ヘ

12

だ旨
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こ
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今
年
の
健
康
診
査
は
い
か
が

で
し
た
か
。
私
た
ち
の
か
ら
だ

を
生
活
習
慣
病
が
脅
か
し
て
い
ま

す
。
１
年
に
１
回
は
体
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
よ
う
。

最
も
多

い
高
血
圧

昨
年
の
基
本
健
康
診
査
の
結

果
を
見
る
と
、

４０
歳
以
上
の
受

診
者
の
う
ち
、
ま
っ
た
く
異
常
が

な
か

っ
た
人
は
全
体
の
２２
％
で
、

７８
％
の
人
は
何
ら
か
の
異
常
が
表

れ
て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
血

圧
に
変
化
を
来
た
し
て
い
る
人

が
受
診
者

の
半
数
を
占
め
て
お

り
、
医
療
費
か
ら
見
て
も
年
間

１
億
４
、
０
０
０
万
円
と
最
も
多

く
要
し
て
い
る
現
状
で
す
。

防
ぎ
た
い
合
併
症

血
圧
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
特

別
な
自
覚
症
状
を
感
じ
る
人
は
少

な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
血
管

壁
に
長
い
間
、
圧
力
が
か
か
る
状

態
が
続
く
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
血
管
を
傷
つ
け
ま
す
。
そ

の
結
果
と
し
て
動
脈
硬
化
を
引
き

起
こ
し
、
脳
出
血
や
脳
梗
塞
、
狭

心
症
、
心
筋
梗
塞
、
腎
不
全
と
い
っ

た
生
命
を
も
脅
か
す
病
気
を
合
併

し
て
き
ま
す
。

血
圧
は
絶
え
ず
変
動
し
て
い
ま
す

血
圧
を
測
る
と

「測
る
そ
の

時
々
で
値
が
違
う
」
と
い
う
こ
と

を
よ
く
経
験
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
血
圧
は
い
ろ
い
ろ
な
条
件
で

絶
え
ず
変
動
し
て
い
ま
す
。

激
し
い
運
動
、
む
ず

か
し
い

交
渉
事
や
会
議
、
怒

っ
た
時
、
心

配
事
、
ト
イ
レ
で
力
ん
だ
時
、
車

を
運
転
し
た
時
、
寒
い
季
節
な
ど

で
血
圧
は
高
く
な
り
ま
す
。
逆
に

家
庭
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
時
、
精

神
的
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る

時
、
軽
い
運
動
や
適
温
で
の
入
浴

後
な
ど
で
は
低
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
１
日
の
う
ち
で
も
早
朝
や
午

前
中
、
昼
間
や
夕
方
な
ど
高
く
な

る
時
期
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

こ
の
よ
う
に
血
圧
の
動
揺
は

誰
で
も
あ
る
も
の
で
す
。
ど
ん
な

時
に
ど
れ
く
ら
い
の
値
に
な
る
の

か
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
測
り
記

録
を
と
っ
て
知

っ
て
お
く
こ
と
も

血
圧
と
上
手
に
付
き
合

っ
て
い
く

た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
こ
の

記
録
を
持

っ
て
相
談
さ
れ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

.冷たい飲み物

.消化のよいタ

.ビタミンBl

色

省

の
体
ｔ
郷
ち
う

～
高
血
圧
～

・うまみを利用しよう

。味のアクセントに香辛料 。香味野菜を利用し

よう
。めん類の汁は残すようにしよう

。だし割りしょうゆを使おう

。食物繊維をしっかりとろう

。良質のたんぱく質をしっかりとろう

は平成 9年度より町の委嘱を受
さんと赤ちゃんのいるお宅に訪問して、いろ

乳幼児健診のお手伝いなどをして

が安心

育って

ます。

こんにちは、
高森田I
母子保健
推進員です.

保 健 師 か ら

あなたへの

キ
ノ

ヽ
ｒ
Ｌ
■

゛
ヽ
■
カヽＬｌ

σを味
ましょう !

げるので摂りすぎない。
しょう。(例 :牛乳やタマゴ)

つ罐り、
魃ざ乏
爬 :蛉
育ヾ真つ

して楽しく子育てでき、子ども

とを願つて活動していま

お宅に訪問したときはどうぞ

町内には、母子保健推進員が

の

町に住む子

い ま

い く

最中のお父さん、お母さん
■ゝ

たちがす(:質 メヽ藝

L儡::鮒〕|
125t鉤す。

●   ●

●   ●

【次に当てはまる人は要注意】

ていない人

タバコを 1日 10本以上吸っている人

糖尿病がある人

コレステロールや中性脂肪の検査値が高い人

ほとん

〃

１
，

つ
４

（０

旭通地区

後藤 千代美さん

★何でも一緒に話 しの出
来るような、子育てのお
手伝いをしていきたいで
す。

天神・上町地区

佐藤 若枝さん

★明るく、健やかな子育て
のお手伝いをしていきた
いと思います。

村山 0上在地区

山本 博美さん

★未熟者ですが、よろしく
お願いします。

ハ
」

森・津留地区

長崎 てつよさん

★健やかな子育てを共にし
ましょう。

横町地区

沼田 洋子さん

★子育てのお役に立てれば
幸せです。

下町地区

河内 富代美さん

★経験をいかして、お母さ

んたちの話 し相手になり

たいと思います。

昭和地区

今村 寿美子さん

☆高中小 4人の母です。よ
ろしくお願いします。

【カルシウムたっぶり】召腱 鳥 ,十
□材料 (5人分 )

大本艮80g_人参40g、
じゃがいも80g、 え

のき茸20g、 だ し汁

900cc、 味噌大さじ3、

スキムミルク大さじ4

□作り方

①材料は食べやすい大きさに切り、だし汁で

煮て、 味噌を溶く。
②だし汁で溶いたスキムミルクを加えて火を

止める。

野尻地区

進 まり子さん

★子育ての先輩として、出
来るだけのお手伝いをし
たいと思います。

車部地区

阿南 喜志子さん

★お母さんたちと一緒に、
愛情をもって子育てを応
援したいと思います。

上色見地区

高倉 恵美さん

★気軽に声をかけて下さ
い 。

色見地区

山室 英子さん

★役場とのパイプ役にと思
います。

‐1l  TAKAヽ4()RI T()｀ VN-2003.08

を十分に摂りましょう。
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旭通・昭和地区

大寺 逸子さん
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★方向音痴の私ですが、頑
張ります。
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